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fi盤びとi主主三惑をフノレに活用して自然の生き物ど焚流していくことであって、視覚だけ

に依存したものはきわめて皮相的なものに落ち込んでし 1く危険性がある。

ファミコンなどの二次元の世界にひたすら興じる若者たちがし1る。あれは遊びとはいえ

会い。 本当に気高い遊びというものはさk命の尊厳をパネにして芽生えてくるものであ

る。機械文明の発達とともに議びの退行現象とも言える不快議まりないことが頻発して

いる。ピヂオーファミコン等、二次元の童譲だけに臨まれて育ってきた子どもたちの脳

には実際の生き物も虚壊としてしか狭ちなくなっているのかもしれない。殺して消えた

人間や動物が、何度も金き返って再出現するからだ。ここには本物の死など砕在し会い。

生命あるものへの憐澗など持てるわ吋がない。だからこそ、生命の尊厳を見失っ

き物を国自半分に殺す� fゆがんだ遊びj をするのだろう。

子どもたちは、本当は速い森のそよぎ¥豊かな涜れをたたえた識や、小鳥のさえずりの聞こえ� 

1空を求めている。それはいわゆる速い組先から引き議いできた生命記穣だ、私たちが

いつも森に吸い寄せられるのはそのためだ。子どもも、心の患ではいつも森の風を食べ、森の

沈黙を味わい、森のざわめきとともに呼吸することを渇望してし 1るJ"ニれは京都大学名

援の大島清先生の著書の中にある雲言葉です。

私たちが豊かな自然に触れると心端よい思いになるのは、活設{宏子の中に記憶が鳴ってしもか

らだとし� 1うことを知ると盤j鵠沼の松林に感欝の忠、いが湧いてきますο農かな自然の中守過し、

真のi撃がを経験じて、友だちを大好きになって、友だちを大切にするととが出来るようになるこ

とは、幼兜教腎の大切な課題繭です。務稚彊の子どもたちは、毎日こうした経験を積み重ねて多

くのととを学んでいます。

ある日の給食時、年長のT君がお味噌汁のお豆廃を残していました。それ会見たK君がfち

ょっと挑戦してみてよJ品、いました。� K君はそうし、いながらお玄鱗を口に入れfうまい!J 

て、� T君を躍!ますよう1こたべました。すると、� T君は、� K震の言葉を溝臨に開き入れて、立壌の

小さいかけら全日に入れてfうまいりとK君と同じように設って飲み込みました。

そしてもう一つの!j、さなかけらを口に入れるとまたfうまいリ品、って飲み込みました。そしても

う…つ/J、さし� 1かけらを飲み込みました。その様子安見ていたK君は「じゃあぼくも魚の皮ちょ

っと食べてみよJとし、って、ひきくち・ふたくち・みくち食べました。� 

K君の言葉をきちんと受け入れて、しかも瓦君と同じようにfうまし� ¥J品、いftがら頑張って食べ

ようとしていたT君でした。 頑張っているT君を見ながら民活は思いましたに‘そうだ、ぼくも嫌

いなものがあったんだ、ぼくも食べてみなくては"と・・そして苦手な魚の皮に挑戦したK君!

子どもたちはお互いに影響を受け、お互いに学ひ字合っています。� T君とK君が深い信頼関訴

を築いてしもこと、そしてお互いを大事に患っているととがよく分かります。こうした人間関認を

どもたち一人ひとりが学んでいくのが続兜教育なのです。手子陵の子どもたちは、心bむをし

っかりとつ桂ぎ¥入を大切に思う{生命の尊厳)ことが出来る子どもに脊ってい事す。� 

1 2月の予定

寝 結食 降願締f習� 1T 事� 

1火� O 2:00 

2水� × 11:30 短期大学部学生による模揖保育が行われます。� 

3木� 2:00 

4金� O 2:00 

5土� × 11:30 自出登菌日� 

61 a / / 

7月� O 2:00 

8火� O 2:00 

9水� O 2:00 短期大学部学生による摸提保育が行われます。� 

10 木� O 2:00 

11 人且ム� × 11:30 護生会です。四月生まれさんの部護者の方ご一緒にお説いしましよう� 

12 土� / / 第2土曜日� 

13 日� / / 

14 月 。2:00 

15 火 。2:00 

16 水� O 2:00 

17 木� O 2:00 

18 金� O 五01来日で給食経了ですο� 

19 士� X 11:30 ~Iまら 1 ， 2組さん、青ばら 1組さんはアドヴ三ントの庭を行しぜす

自ばら1，� 2組さん、青ばら2組さんはお休みですο� 

20 員� / / 

21 J3 × 11:30 自ばら1，� 2組さん、青ばら2組さん誌アドヴェントの器密行います

意ばら1，� 2組さん、背ばら1経さんは鴻常通り登歯してください。� 

22 火� × 11:30 第一学期終業式です。� 

23 水� / / |天皇能主詩 

24 木� / / 本� Bより冬休みです。星の子は行います。ご利用くだ、さし� 10 

25 金� / / 
土/ / 
日/ / 
月/ / 

鮮
/ 冬季体業� 

30 / 11 

31 / 11 


